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IEC: 規格解説: CISPR 15 Ed. 9.0 (2018-05) 電気照明及び類似機器 EMI 限
度値及び測定方法 
� ダミー蛍光灯を使用し挿入損失測定により蛍光灯器具の妨害性能を測定する方法は本版で廃

止になった。 

� 3 つの基本ポートの考え方を導入:  

① 有線ネットワークポート、② ローカル有線ポート、及び③ エンクロージャポート 

� 有線ポートの評価に対する限度値と方法 

最近の照明器具では、ネットワークで制御する方式のものも存在することから新しく有線ネ

ットワーク に対応している。 

� エンクロージャポートの評価に対する限度値と方法:周波数範囲 30 MHz〜1 GHz 

放射妨害波の測定周波数上限を本版で 300 MHz から 1 GHz へ拡大。照明器具の小型化・高機

能化により、高い周波数帯においても放射妨害波が発生する可能性を無視できないため。 

 

USA: FCC: Part 15: KDB: デジタル伝送システム（DTS）、FHSS（DSS）の

試験手順は？ 
� Section 15.247 の要求事項の対象となるデジタル伝送システム（DTS）、周波数ホッピングスペ

クトラム拡散システム FHSS（DSS）、およびハイブリッドデバイス測定に対する試験手順につ

いての質問と回答。 

 

EU: Brexit: 工業製品に関するEUからのイギリスの離脱に関する質問と回答 
EU: Brexit: 車両 等の型式承認に関する EU からの英国の離脱に関する質問

および回答 
� 英国の下院は 3 月 29 日、欧州連合離脱合意案のうち離脱条件を定めた主要部分の協定のみを

対象にした採決を行い、反対多数で否決した。英政府は 4 月 12 日までに新たな方針を EU 側

に示す必要に迫られている。合意なき離脱などの可能性が改めて浮上している。 

� 上記の二稿は、①工業製品に関する欧州連合からのイギリスの離脱に関する質問と回答、②

車両、システム、コンポーネントおよび個別技術ユニットの型式承認に関する欧州連合から

の英国の離脱に関する質問および回答であり、後者は、2019 年 1 月 8 日、欧州連合からのイ

ギリスの離脱に関する連合の型式承認法制を補完する規制（EU）2019/26 が、採択されてお

り、それに基づいて、提供されている。両稿とも EU からの UK の合意なき離脱の場合の商

品の取り扱いの考え方を述べている。これ等解説中の 2019 年 3 月 30 日は 2019 年 4 月 13 日

と置き換えて読むべきである。 

 

EU: 新しいエネルギー効率ラベル の概説: 単一の「A から G」エネルギーラ

ベルへ移行 
� 欧州委員会は本日、6 つの製品グループに対し、新しいエネルギー効率ラベルの最終フォーマ

ットを採択した。単一の「A から G」エネルギーラベルへ移行する。新しいラベルは 2021 年

3 月 1 日からヨーロッパ各地の店舗及びオンラインで使用される予定である。 

 

総務省: UWB 無線システム屋外利用、6 GHz 超え電波に対する電波防護指針

等への答申 
� 電波監理審議会（第 1062 回）会議資料が公表された。以下の事項などに対する諮問への答申

が示された：UWB 無線システム屋外利用に係る制度整備、9GHz 帯船舶用固体素子レーダー

の導入に係る制度整備、6 GHz を超える場合の高周波領域における電波防護指針の改定等に

伴う制度整備 
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社長の独り言 
 

 

平成 31 年 3 月 21 日 

濱口 慶一 

桜の花の咲く頃となりました。弊社の近くでは、早咲きの山桜などは既に散った木もあります。朝夕

はまだ寒い日もありますが、少しずつ確実に暖かくなってきているように思います。 

 

趣味の日本蜜蜂も桜の花の蜜で分峰の時期が近づいています。新しい空の巣箱を近くに設置して、何

とか入って居ついてくれないかと期待する毎日です。ところが、ついに自宅近くの山で大きなソーラ

ー発電システムの工事が始まってしまいました。この地域にいた日本蜜蜂が追い出されて新しい巣を

捜していることを期待しつつも、山を潰してのソーラー発電システム建設には反対です。宮川という

清流の川がありますが、大雨などの時にきっと濁ってしまうだろうと思うのです。私はアマチュア無

線を楽しんでいますが、アマチュア無線局から 100m 以内へのソーラー発電の設置には自主規制とし

てアマチュア無線家の承諾を取る、との約束もほとんど無視されています。実際に、ノイズフローの

増加は海外の微弱な電波を完全に消し去る高レベルになってきました。ということもあり、元々住ん

でいた明野の方への移転を計画中です。 

 

さて、この”社長の独り言”でたびたび話題にさせていただいていますが、以前に元 T 社の T 氏から”濱

口さん、自分の思いを自由に話す濱口塾を開設したら、製品安全での自分の思いを業界の多くの関係

者に伝えることができますよ”とご指導いただき、コスモス塾を始めました。 

毎回 30 分程度は私が話す時間をとっていたのですが、体調を上手く整えることができずに代理の講

師を立てることになってしまい、参加者の皆様にご迷惑をお掛けしました。コスモス塾を今後も継続

していくように CS部ならびに講師を担当する技術スタッフに指示していますが、よくよく考えると、

最近はこの業界でもウェビナーが実施されており、ウェビナーというやり方もあるのではないかと考

えるようになりました。 

参加者の皆様がセミナー会場に足を運んでいただく時間は、各企業で担当されている業務の遂行に大

きな影響を与えているのではないかと感じています。ウェビナーであればこの移動時間を節約できま

す。もちろん顔を合わせてのセミナーも必要ですが、これからの新しい通信技術を利用した、どこに

いても受講でき、講師もどこからでも指導できるというところを目指していくべきと考えています。 

 

弊社は海外の製品安全マークの取得代行業からスタートして、今は認証機関として日本政府の一部の

認証業務等をさせて頂いています。認証機関にはコンサルタント業務の禁止や、利害関係者との公平

性確保をはじめ、各種法令への法令順守が求められます。会社が業務を通じて利益を上げ、より多く

の利益をと、特定の利害関係者への接待などをすることも、公平性の観点から強く禁止されています。

一方で企業としては業績を伸ばし、社会貢献に寄与すべきと考えています。社員への配分と設備投資

や社員の教育費等の準備金として内部保留が必要になりますが、それだけではありません。安全・安

心で貢献したいと考えています。私は弊社の業務形態の企業でも、“三方良し”の精神で、社員と地域、

お客様、会社とがお互いに共生できるものでなければ生き続けていけないと理解しています。 

 

お客様に製品の安全性適合評価を通じ、安全・安心を届け、かつ、製品の安全性適合評価を通じて得

た色々なノウハウはできるだけ早くお客様に還元する。また、お客様の業務で体験した色々なノウハ

ウを 10 年、20 年と持ち続けて、絶対に同じ失敗を繰り返さない。そのような技術集団としてコスモ

スを成長させたいと私は思うのです。私は製品安全業界に約 40 年かかわってきました。業界の良い所

や悪い所など、いろいろと経験してきましたが、私なりに個人的な成果と思うことが一つあります。

創業当初、T 社製フォトカプラーの中にある 0.4 ㎜のポリエステルフィルムの一次側と二次側の絶縁

確保を見習って、お客様の製品に IEC950 等の規定をいち早く取り込み、そのお客様の製品を競合会社

より優位に販売にできたことです。そろそろ巷では終焉活動と言われる年齢になり、一人で満足する

最近です。 

 

ご高配を賜りますよう、今後とも宜しくお願い申し上げます。 
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本誌の記事が正確であるよう最大の努力を払っておりますが、間違いが含まれていることがあるかもし
れません。本情報をご使用になられる場合はご自身でもう一度ご確認ください。 

 

株式会社コスモス・コーポレイションは、下記 Web site の運営体からそれぞれ個別の条件の下、Web 情
報の引用、転載につき許可を頂いております。翻訳転載された記事の著作権は原著作権者に属します。 

本誌掲載記事の無断転載を禁じます。本誌の複製、再配布は電子的なものを含み禁じます。 
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• ニュースレターの内容 

本誌は、EMC、安全、及び省エネ (EMC, Safety and Energy Conservation ) 分野に係り、世界の主要機関
/地域により実施されかつ電気電子製品デバイスに適合が求められている規格/法規制について、その関
連情報を、お届けいたします。 

重要情報を幅広く調査、収集、かつ、要約して掲載し、当該分野の最新情報、潮流をすばやく捉えるこ
とができるようにいたします。情報源を明示しますので、貴殿の関心により、更に深い調査が可能で
す。 

本誌は各国への技術法規適合製品を試験 認証 開発 管理される部門の方にとり必読の内容です。 

 - 対象機関/地域: IEC 等国際機関、並びに、FCC, UL を含む米国、EU, CENELEC, CEN を含む欧州、
その他オセアニア、及び日本を含むアジアの各地域 

- 情報源: カバー対象の機関、地域の Web site、或は情報サービス。又、ご協力のご同意を頂いた日本
国内及び米国・欧州・中国・韓国・台湾などの当該分野権威者から提供された情報。 
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